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リブ･イン･ピースだより
「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、

平和のうちに生存する権利を有することを確認する。」

沖縄にも、大阪にも、どこにも米軍基地はいらない

普天間基地閉鎖・撤去、辺野古新基地白紙撤回の決断を！

私たちは１１月２１日に大阪市内で開催した緊急

報告会＠カフェで、１１月８日21000人が集まった「辺

野古への新基地建設と県内移設に反対する県民大会」

の参加報告を行い、大阪で私たちも地道に沖縄の反

基地闘争に連帯する取り組みを行っていくことをみ

んなで確認しました。早速その場で辺野古と高江へ

の「寄せ書き」を行い、以降ファックス、メール行

動などを続けてきています。

大阪府の橋下知事が 11 月 30日、あろうことか米軍基地・訓練の「関空誘致」ともとれる発言を

緊急の継続行動として鳩山首相と橋下知事にファックス、メールを送りましょう！

鳩山由紀夫首相
メール（首相官邸「ご意見募集」）

http://www.kantei.go.jp/jp/iken.html
TEL：03-3581-0101
FAX：03-3581-3883（目安箱）

北沢俊美防衛大臣

メール（防衛省ホームページ）

https://sec.mod.go.jp/mod/goikenshinsei/goikenbako/index.html
TEL：03-3268-3111 （防衛省・代表）
FAX：03-5269-3270

岡田克也外務大臣

メール webmaster@katsuya.net
TEL：03-3508-7109
FAX：03-3502-5047

社民党本部

メール http://www5.sdp.or.jp/central/inq/inq.htm
TEL：03-3592-7501

民主党本部

メール https://form.dpj.or.jp/contact/
TEL：03-3595-9988（代表）
FAX：03-3595-9961

国民新党本部

メール info@kokumin.or.jp
TEL：03-3239-4545
FAX：03-5275-2675

橋下徹大阪府知事
ＦＡＸ 06-6944-1010
メール：（府政への意見）

https://www3.shinsei.pref.osaka.jp/ers/Uketuke/Form.
do?tetudukiId=2008040001
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しました。私たちはこれに対しても早速抗議の声を挙げました。

※詳しくはホームページ記事をご覧ください。

［沖縄基地問題］沖縄にも、大阪にも、どこにも米軍基地はいらない！橋下大阪府知事の米軍基地「関空誘致」発

言に抗議の声をあげよう！ http://www.liveinpeace925.com/us_base/hashimoto_kix091208.htm

鳩山首相は動揺を繰り返しながらも、沖縄の人々の強い怒りと県内外の反基地運動、国内世論の

前に、年内決着を見送らざるを得なくなっています。政権交代を生み出した力が、鳩山政権の容易

な妥協を阻んでいます。しかし状況は不安定であり、米国は、現行案＝辺野古基地建設どおりの決

着の強硬姿勢をとり続けています。マスコミは、「このままでは日米関係が壊れる」などと世論誘

導に懸命です。鳩山政権が目指す「対等・平等の日米関係」を実行し、公約である「国外・最低で

も県外移設」を貫くならば、普天間基地閉鎖・撤去と辺野古新基地白紙撤回をいますぐ決断すべき

です。日米安保と米軍基地は米国が世界で戦争をするためのものであり、マスコミが煽るような「県

内」でなければどこかがその負担は引き受けなければならないという議論は間違いです。沖縄の人

たちが受けている被害と犠牲を自分たちのものと考え、日本からの米軍基地撤去を求めます。

１２月１１日現在 普天間基地問題に対して与党３党協議をしていくことだけ決定しましたが、

はっきりとした結論が出ていません。米国は 18 日までに回答するよう迫っています。今こそ私た
ちも反対の声を集中しなければなりません。

鳩山首相に普天間基地閉鎖・撤去、辺野古新基地白紙撤回の決断を要求しましょう。橋下知事に、

「関空誘致」発言に抗議の声を上げましょう。沖縄にも大阪にもどこにも米軍基地はいらない。全

国から米軍基地反対・撤去の声を上げて行きましょう。

１１月８日の沖縄県民大会に参加した［緊急報告会］の模様です。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

11 月 21 日午後、大阪市住吉区の浅
香人権文化センターにて。

１４人が参加しました。

参加者より映像を使って、①辺野古座り込みの参加、②宜野湾市の沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落

事故現場へのフィルドーワーク、③県民大会の参加、④東村高江のヘリパッド建設予定地座り込み

参加などの報告がありました。

困難の中で粘り強く闘われている座り込み闘争

東村高江・やんばるの森の自然の中に入りカフェ「山甌（やまがめ）」で食事をし、座り込みに

ついて“緊迫感よりも、天気も良く人も少なかったので、まるで自然浴をしているようで眠たくな

った”との報告者の感想。

報告会参加の沖縄出身の方から「座り込みは体力的に大変で、それを続けてきた高齢の方が亡くな

りつつあるので、座り込みが出来るものが減ってきている」と、やんわり本土の感覚の「甘さ」を指
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摘されました。彼女は大阪に来てからも３ヶ月に一回は辺野古に座り込みに行っている、「辺野古

の座り込みに行くたびに、いつも居たオジイやオバアが居なくて、後で亡くなったと知って、いかに過酷なこと

を強いていたのかがわかりました」と話されました。

また辺野古の座り込みでは、「海岸から紫外線が当たって、やけどをした状態になる」 「ボーリング調査

阻止闘争の時は、カヌーで、参加者にオバアの弁当を運んだ」 「キャンプ・シュワブの鉄柵をかいくぐって

犬は入っていくのに、人は入れない、犬っていいなと思った」ことなど、座り込みや現地の闘争について

のとてもリアルな話を聞くことができました。今、辺野古で座り込みをやっているのは辺野古や沖

縄の各地から支援に駆けつけている１０人程だそうです。辺野古座り込みについて、その場の様子

や雰囲気だけでなく、闘っている人たちの苦労などを沖縄出身の方から聞けてとても良かったです。

沖国大の米軍ヘリ墜落現場で、改めて基地の危険を考える

米軍ヘリが墜落した時に燃え、焼け残った木の写真などが紹介されました。さきほどの沖縄出身

の方は、沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落事件の時、たまたま沖縄国際大学の方向へ車で向かってい

たといいます。「沖国大の友達から「今ヘリ墜落した」という連絡を受け、「ええー何それ？！」

という感じで現場に駆けつけたが、付近に立ち入ることができなかった」「『米兵の操縦技術が高

かったので民家に墜落しなかった。』という小泉の発言を聞いて、このまま沖縄に住んでいたら殺

されてしまう、と危機感をもった」などと話されました。また、「赤ちゃんを避難させた母親が、

部屋を無茶苦茶に壊されたので、直してほしいと防衛省に言ったら、直した分の領収書を持ってこ

いと言ってきた」「お金がなくて、直すこともできまない所得水準も低い沖縄の人に家を修理する

お金なんてないのに自らが引き起こした事故について、賠償ではなく、被害者に修理させてその修

理費をあとから実費で払ってやる」という傲慢で無責任な対応に、参加者はみんな怒っていました。

最後に寄せ書き。大阪でも、継続した取り組みを続けていきたい

続けて、沖縄出身の方から「民主党政権になってか

ら、沖縄の基地問題が全国区になったので嬉しい。大

阪でもこのように基地問題について話し合われている

ことを知って勇気付けられるし、もっと沖縄の人が頑

張らないといけないと思う」と。 また「基地がなく

なったら沖縄の人の生活が困る」というような宣伝が

なされているが、それは悪質なプロパガンダである。

返還されても那覇の新都心のように成功し、いまでは

繁華街になっている例もある、困るかどうかを決める

のは現地の人であって、まず返還してから考えること

だ、返還してから困ったら政府は何か手を打てばよい、「基地がなかったら困る」などと言うのは

政府や本土の人間が言うことではない、そんなことを言われるのは腹が立つ、という発言もありま

した。

最後に、現地で闘っている人たちへ励ましの寄せ書きをしました。私たちが沖縄問題に取り組ん

だのは今回が初めてです。大阪でも、継続して取り組みを続けていきたいと思います。
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お送りした寄せ書きへの礼状をいただきました。

辺野古から 高江から

（以下は 11月 24日 ﾘﾌﾞ･ｲﾝ・ﾋﾟｰｽのホームページにも掲載した、当日の詳しい報告レジュメです）

［１１／２１当日配布・報告した資料］

11/7,8,9 辺野古への新基地建設と県内移設に反対する県民大会への参加と、辺野古座

り込みへの参加、宜野湾市の沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落事故現場へのフィールド

ワーク、東村高江のヘリパッド建設予定地座り込みへの連帯などの報告

リブ・イン・ピース☆９＋２５ ＫＢ

★★★★★★★★★★11/7(土）★★★★★★★★★★

関西空港早朝 7時 10分発 那覇空港 9時半到着、到着ロビー売店で当日の沖縄タイムスを購入。
「神奈川県知事 辺野古案推す」、｢県外移設は不可能｣、「厚木基地の艦載機岩国移転念頭

再編遅れを懸念」、仲井真氏｢県内やむなし｣などの見出しが一面に躍っていた。

（私のコメント）これは無茶苦茶だ。県民大会前にこれを出し、ぶちこわそうとするのか。

仲井真知事は訪米の出発前に「1 ミリでも普天間基地移設を動かす交渉を粘り強く行っていく」

辺
野
古
向
け
寄
せ
書
き

高
江
向
け
寄
せ
書
き

今年も残り少なくなりました。

画期的な政権交代の実りはどう

いうものになるのやら、辺野古

問題が連日取り上げられテント

の取材者が増えて安次富さんは

大忙しです。座り込みが終えら

れる日を待っております。

皆様の気持ちのこもった寄せ

書きありがとうございました。

シュワブの金網に取り付けよう

と思います。先ずはお礼まで。

12/6 ○○○○

こんにちは ヘリパッドいらない住民の会 と申します。

先日は寄せ書きどうもありがとうございました。

なかなか出ない審尋（仮処分申立の裁判）の決定などで

不安と落ち着かない日々が続きますが

みなさんのご支援がとても心強く、がんばれます。

また 機会がありましたら高江に遊びに来て下さいね。

夏は川遊び、滝壺、とても楽しいですよ。

朝晩はとても冷え込みます

お身体ご自愛ください

ヘリパッドいらない住民の会 ○○○○
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と言っておきながらである。（ＮＨＫテレビニュースより）

・その沖縄タイムスで、今日嘉手納町民大会、統合案に反対決議へと見出しがあり、大会にも注目

したいと思った。

・9 時半に那覇空港でピースニュースＡ氏と合流。車で、辺野古座り込みへ参加するため、一路出
発。南風原南インターから、沖縄自動車道に入る、片側 2車線あり、走りやすい。
宜野座インターを降り、国道を走り、午前 11 時 26分辺野古漁港に到着。座り込みテントへ向か
う。

・テントに到着。テントには、10 数人が詰
めていた。その中にはＡ氏が連絡した“基

地を許さない女達の会”のＹさんがいた。

Ｙさんには宜野湾市の沖縄国際大学への米

軍ヘリ墜落現場の案内をお願いしていた。

更には、“海上ヘリ基地建設反対・平和と

名護市政民主化を民主化を求める協議会”

（略称：ヘリ基地反対協議会）代表委員の安

次富浩さんがいた。安次富さんに、私たち

が取り組んでいる日本軍「慰安婦」問題の

集会のチラシと「リブインピースだより」

を渡した。

安次富さんは、それを見て、「冬の兵士が那覇の芸術劇場に来ていたことはしていたがいくこと

ができなかった」と残念がっていた。テント内にはいろんなチラシやポスター、書籍、絵はがき

飛行機の窓から見た沖縄・辺野古

座り込みのテント 11/7で 2029回目に
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などを売っていた。

座り込み参加者用に「オバアの弁当」が、事前に連絡すれば用

意されていた。値段は 300 円と非常に安く、焼いた鶏肉と野菜
がご飯の上にあふれるほど乗っていて栄養満点、ボリュームた

っぷりだった。座り込み参加者から、「民主党政権になってか

ら、ＮＨＫが取材に来るようになった。今朝は中東アルジャジ

ーラが撮影に来ていた。昨日の爆笑問題の番組どうだった？

太田君にはしっかり伝えてよと言っておいたけど」など話し

てもらえた。テント横には、黒字に黄色抜きの「民意はＮＯ」

とでっかい看板が置かれていた。目の前にはコバルトブルーの海、何故自然の宝庫に基地なんか造

るのか、怒りがこみ上げずにはいられなかった。

・キャンプ・シュワブ沖の建設予定地の状況がどうなっているのか、大変気になっていた。座り込

みに参加していたフォトグラファーの山本英夫さんに案内してもらうことができた。

山本さんは「週刊金曜日」などにも執筆している方で、もう 20 回以上も辺野古へ来て取材され
ているとのことであった。

オバアの弁当

キャンプ・シュワブとの境界の有刺鉄線に付けられたリボン

キャンプ・シュワブ基地内の白い建物
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キャンプ・シュワブとの境界の鉄柵の所へ行き、基地内を見た。現在 建設工事中のコンクリー

トの土台らしきものが見えている。グリーンのヘルメットを被った作業員が立っていることが確

認できた。この建築物はさらに海岸にせり出そうとしているように見えた。この建築物を建てる

ために以前あった建物は移動させたとのことで、何のための建築物なのかは、山本さんもわから

ないとのことだった。この建築物は防衛省の予算で行われていて、止まっておらず、どんどん進

められている。キャンプシュワブの先端には白亜のゲストハウスらしい建物がたっていた。Ａさ

んが 2007 年に来た時にはなかったといって、驚いていた。遠くには長島、平島が見える。ここ
も埋め立てられようとしているのだ。リーフの外は外洋 で境界には白い波頭がたっている。基

地との境界には監 視カメラが設置されていた。Ａさんと、「あの建築物は道 路ではないのか。

インフラを整備してしているのではな いのか」と結論めいたことを話し合った。民主党政権下

でも辺野古新基地への布石がどんどん打たれていること に危機感を更に深めた。

・午後 2 時から辺野古コミュニテイーセンターでの「Ｏ
ＮＥ ＳＨＯＴ ＯＮＥ ＫＩＬＬ」の上映会に参加

した。制作した藤本幸久監督が、なぜ辺野古で初公開

したのか、その思いの丈を語った。

「私は辺野古で若い兵士を見た。なぜこんな若い兵士

がここにいるのか、どうやってここに来ているのかと

いう衝撃を受け制作を始めた。米には新兵教育のため

のブートキャンプが 2 カ所ある。西海岸と東海岸に。
その内の東海岸サウスカロライナ州ハリスアイランド

で撮影した。新兵 3万人の内 2万人がここの出身だ。ど
ういう使命を背追っているのか。制作を早めて、辺野

古で開催した。

今回、辺野古の大長老かようさん自ら区長に出向いて頭を

下げて、会場確保を頼んでいただいた。ありがとうござい

ました」。かようさんは、「今日の沖縄タイムスを見て驚い

た。大馬鹿者の知事がいたものだ。（松沢神奈川県知事の辺

野古新基地推進発言）今日は参加者が 25 人くらいと思って
いたが、会場あふれるくらいいて、涙が出るくらいうれし

かった。名護市長選、沖縄県知事選を頑張ろう」と挨拶した。

映画終了後、藤本監督が「300 分の 1がアフガンの戦場で亡くなっている。30分の 1が負傷兵と
して、米に帰っている。50 万人の兵士が心に深い病を持ち、3分の 1にも達している。毎年新しく
兵隊にしないと戦争が続けられなくなっている。15 万人づつ新兵にしている。半年後には戦争に
送り出している。ブートキャンプは最初の一歩だ。来年 1 月 21 日から、那覇の桜坂スタジオで公
開予定です」と締めくくった。

映画が午後 4時に終了し、宜野湾市の沖縄国際大学へのヘリ墜落事故現場へ向かった。
午後 6時頃、到着した。基地を許さない女達の会のＹさんから当時の状況を説明してもらった。

ONE SHOT ONE KILL 上映会
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★事故当日は講演会に出席していて、講師の

先生が、大変な事が起こりましたと言ったので、

事故現場に駆けつけた。

★米軍のＣＨ 53Ｄヘリが、いろんな部品を落
としながら、最後にローター（羽）を落として、

沖縄国際大学の校舎にぶつかった。ヘリはヘロ

ヘロになっていた。

★道路をへだてた所に住んでいた、ある母親

は、知り合いから「ヘリコプターが飛んでくる」

と連絡を受け、子供をかかえて避難した。前の

道路にはローターが落ち、道路をふさいだ。家

のふすまには、ヘリの部品が突き刺さっていた。

危機一髪の避難であった。

★米軍墜落現場に、米軍基地のフェン

スを乗り越え、大勢の米兵が来て、周辺

を立ち入り禁止にした。地元の消防車だ

けは現場に入れて、火を消させた。警察

は中に入れさせなかった。米軍は日米地

位協定の拡大解釈をして適応した。

★沖縄国際大は、ヘリがぶち当たって

黒こげになった校舎の壁を残そうとした

が、校舎の再建費用がかかるとして、「経

営上の問題」から防衛省が即座に出した

「校舎の建設図面」に乗っかって校舎を

再建した。

★墜落現場は、モニュメントがあり、当時の状況と写真が展示してあった。黒こげになった木

の一部が残っていた。この木が早く普天間閉鎖、撤去を訴えているように感じてならなかった。

11/7 は午後六時過ぎにフィールドワークしたため、写真がきれいに撮れなかったので、11/8 午前
中にもう一度来ることにした。

（私のコメント）普天間基地に隣接して沖縄国際大学が位置している。整備不良と言われているヘ

リは長さが電車の車両 1両分あり、これがへろへろ状態で、墜落した。このヘリが何とか部品や羽
を落としながら基地にたどり着こうとして落ちたのだ。このようなことは日常茶飯事な事だと思う。

日々の生活で米軍機の墜落の恐怖を感じていることが、現場のフィールドワークで実感した。

★★★★★★★★★★11/8午前中★★★★★★★★★★

・嘉数台公園から米軍普天間基地をフィールドワークその後、沖国大ヘリ墜落現場の再度のフィー

ルドワーク

・琉球新報朝刊に「嘉手納統合案断固反対 普天間移設 町民大会に 2500 人 決議採択でも行進
基地負担増許さず」との見出しが躍っていた。なんと予定されていた参加者の 2倍だった。沖縄

沖縄国際大学のモニュメント

民家に隣接する普天間飛行場
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県民の思いと怒りが高まっていることを感じた。

・嘉数台公園から、普天間基地を見る。テレビ映像では基地そのものしか撮っていないが、隣接す

る住宅が基地のすぐそばまで迫っている。これではヘリも進入高度が低ければ、マンションやビル

に激突することも容易に想像できた。沖縄国際大学も基地の間際に建っている事が確認できた。普

天間基地は宜野湾市の高台にあり、一番良い土地を占領していることがわかった。この公園の展望

台には、宜野湾市の解説板が掲示され、私は、いかに普天間基地が市民生活に苦難をもたらしてい

るのかを強く感じた。

★★★★★★★★★★11/8午後★★★★★★★★★★

・県民大会参加

※［速報］１１月８日辺野古への新基地建設と県内移設に反対する県民大会

21000人が結集し、普天間即時閉鎖、辺野古移設反対を突きつける（リブ・イン・ピース☆９＋２５）

http://www.liveinpeace925.com/us_base/futemma091108_sokuho.htm を参照ください。

★★★★★★★★★★★★11/9★★★★★★★★★★★★

・東村高江のヘリパッド建設建設予定地

座り込みへの連帯行動。

・午前 7 時 30 分那覇の宿舎出発。
那覇ＩＣから沖縄自動車に入る。

月曜日の朝なので、嘉手納基地に近い

沖縄南ＩＣまでは混んでいた。名護市

の許田ＩＣで降りた。一路東海岸の国

道 58 号を走る。名護市を抜けると、羽
地内海が左手に広がっている。エメラ

ルドグリーンの海が目に飛び込んでき

た。本当に目の覚めるような美しさに

びっくりした。

そこを過ぎるとやんばるの森の方向に走った。やんばるの森も本当に美しい。車を止め、カメラに

納めた。東村高江の米軍北部訓練場訓練場前Ｎ－４ゲートにヘリパッドに反対する会の座り込みの

テントがあった。そこで、なんとフォトジャーナリストの森住卓さんに出会った。地元の女性と座

り込みをしていた。森住さんは 11 月号の雑誌「自然と人間」に「やんばるの森にヘリパッドはい
らない 新政権に沖縄住民の訴え」と題して、記事を掲載し、その記事には以下の点が書かれてい

た。

☆この森のほとんどが米軍北部訓練場として米軍の訓練に使われ、連日激しいゲリラ戦闘訓練が繰

り広げられている。

☆ 1996 年のＳＡＣＯ（沖縄に関する特別行動委員会）合意によって国頭村側の訓練場の返還と引
き替えに国頭村側にあったヘリパッド（ヘリコプターの離着場）6 カ所を東村側に移設する計画。
ヘリパッドは人口 160人の小さな高江区を囲い込むように配置されている。

☆単なるヘリパッドではなく、辺野古に予定されている新基地に配備される新型垂直離発着機オス

プレイの着陸帯、すなわちオスプレイパッドとでも呼ぶべきものが作られようとしている。

やんばるの森



- 10 -

☆さらにこれまでできなかった、海からの上陸、逆に陸からの海への脱出などの訓練も可能になる

「水域の提供」も含まれる。

☆演習地の北半分の返還の裏で基地機能強化の狙いがある。などなど。

・さらに、車で 10 分上がって、Ｎ－１ゲートの座り 込みテントに行った。24 時間座り込みを継
続してい る佐久間さんと出会って、話を聞くことができた。

☆ 2007 年 7 月から座り込みを開始した。座り込み 3
日目で、防衛省が妨害してきた。4 ㌧トラックで 700
台の砂利を入れる計画が明らかになった。トラック 2
台しか砂利を入れていない。名護の警察も来て、「中

立だ」と、防衛局と間に入って、帰って行ったことも

あった。

☆佐久間さんは、辺野古の座り込みに参加した。カヌ

ーを漕いだり、潜水したりしたが、不得意だったので、

キャンプ・シュワブの前で「ＮＯ ＢＡＳＥ」の立て

看を持って、立ったりして、高江のヘリパッド建設反

対に来た。最初は沖縄平和運動センターの山城事務局

長が 24 時間の監視活動をやっていたが、沖縄知事選
に立候補することになり、できなくなったので、それ

以後づっと監視活動を行っている。

☆防衛局は裁判所の判決でるまで、何もしな

いと言っている。

私は、何も調べたり、勉強せずに、高江ヘ

リパッド建設反対座り込みの現場に来たこと

をとても残念に思ったが、そこで購入した「や

んばるからのメッセージ」～沖縄県 東村・高

江の記録～ 2007 年、「高江の近況」07 年 12
月 25 日～ 08 年 3 月 20 日、「高江の近況」08
年 6月 23日～ 09年 1月 20日、高江「仮処分
申し立て」に異議申し立て！のＤＶＤなどを

見て、要点を報告したい。

☆ 2006年 2月、高江区住民は住民臨時総会を開き、全会一致でヘリパッド移設反対を決議した。「へ
りっぱっといらない住民の会」を中心にした住民と支援者が座り込みと監視活動を行い、2007 年 8
月、12月の防衛局による工事の砂利搬入以降は実質的に工事を阻止している。

佐久間さん
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☆防衛局は、2008 年 12 月現地で座り
込みをしている人に対して「道路交通

妨害」として、その禁止を求める仮処

分申請を那覇地裁に提訴した。しかも

「債務者」（裁判の被告にあたる）は、

高江区住民の 15人に絞り、その中には
8 才の子供まで含まれるという不当で
異常な暴挙だった。

☆すでに 5 回の「審尋」（裁判所の公
判）が行われ、その中で防衛局は「道

路交通妨害」とする具体的行動を示せ

なかったり、道路脇に止めていた車に

ついても所有者がわからないなど極め

てずさんで、、住民の運動つぶしを目

的にしたものであることが明白になり

つつある。

☆総勢 16 名の弁護団が結成され、防衛局の仮処分申請への裁判闘争が闘われている。10月 3 日に
は那覇地裁の裁判長が現地視察を行った。

大変困難な状況にも関わらず、住民達は座り込みと監視活動を続けている姿に、大変感動し、是

非とも大阪に帰ったら、現状を伝え、連帯していきたい気持ちになった。

～～～～～～～ 以上報告の紹介でした。～～～～～～～

◆日本軍「慰安婦」被害者の声に応え今こそ立法解決を！

～同時証言集会ｉｎおおさか２００９～◆

２００９年１１月２８日、

大阪北区民センターにて、

日本軍「慰安婦」被害者

をお招きしての証言集会

が開催されました。ゲス

トは、韓国ナヌムの家よ

り姜日出（カン・イルチ

ュル）ハルモニと、同歴

史館の研究員として唯一

の日本人男性スタッフと

して働く村山一兵さんで

す。４００名を超す参加

で一杯でした。
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姜日出ハルモニの証言

１６歳の時、甥が一人いただけの家に警察がやってきて犬のように無理矢理つれていかれ、中国

の牡丹江の「慰安所」で姓奴隷生活を強いられ、解放後も中国に留まり苦労をされた後、２０００

年になってやっと韓国に帰国された、でも１６歳でわかれたきり父母は亡くなり、お酒を見るとお

酒が好きだった父親を思い出す、家族がみんな亡くなったことが「恨ハン」が強くなって苦しい、

この「ハン」を解くために謝罪がほしい。

日本の政府の責任を取らないで、国民からお金を集めてそれを国民基金としてお金をわたしたこ

とはおかしな話であること、もらったりもらわなかったりで、とても人の間に亀裂がおきたこと、

日本政府はなんでこんなことをしてしまったのか？その原因をちゃんと考えて欲しい、このことは

日本にとって恥ずかしいことです。と述べられました。

何とか私たち被害者が亡くなる前に謝罪をして欲しい。お金ではありません。謝罪をちゃんと受

け取ることが大事なんです。中国とか韓国とかともう戦争をしない関係にして欲しい。もう二度と

こういう事が起こって欲しくない。だからちゃんと謝罪をして欲しいんです。政府は謝罪をしてほ

しいと何度も発言されました。

村山さんの発言

なぜ日本人男性がナヌムの家で働いているかということを講演されました。「日本人であること、

男性であることと向き合うことが大事。そして一歩踏み出すことが大事」と訴えられました。

うハルモニたちの傷に接し、自分を問わざるを得ませんでした。なぜ男性なのか。なぜ日本人であ

るのか。日本人の男性である私に何をできるのか？

女性たちの受けた被害を「慰安」という言葉に言い換えている社会を何とかするためにも、日本

人の側、男性の側が自分を問い続けることが必要なのです、と。

集会の最後に実行委員会から、日本軍「慰安婦」問題の立法解決を求める「緊急１２０万人署名」

を取り組んで欲しいと提起されました。

一日も早く被害女性の望む形で問題を解決せねばなりません。それは日本に住む私たちにしかで

きないことですし、私たちの責任で実現しなければならないことなのです。なんとしてでも解決

を実現させましょう！

リブ・イン・ピース☆9＋ 25 

TEL 090-5094-9483（事務局 大阪） 
E-mail info@liveinpeace925.com 
  http://www.liveinpeace925.com/ 
郵便振替：00910－5－107564 
加入者名：リブインピース 


